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化学品部会 フォーラム発表内容

一部 2021年下期振り返りと今後の展望
1．ブラジル経済状況
2．ブラジル化学業界
3．化学品部会の関わる市場と環境
4．化学品部会アンケート集計結果

東洋インキブラジル 亀岡

二部 南米の再生エネルギーのポジションと

日本のカーボンニュートラル政策への貢献の考察
伯国三菱商事 佐々木氏
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１.   ブラジル経済状況
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Turnover Outlook (After Taxtion)
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2020 Brazilian Chemical Industries Performance.

US$: 2021*/2020 = +33%
BRL: 2021*/2020 = +42%
* Estimation.

** 2022/2021 Turnover Growth E: +5%.
US$ Rate E: BRL 5,37

Source: ABIQUIM

2.   ブラジル化学業界
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Global Raw Material Price increased drammatically in 2021 by achieving
+33% turnover growth result estimation vs 2020.



Automotive Production Trend in South America

Source: IHS, Anfavea, Adefa (Updated in Feb/22)
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Shortage of semi-conductor remains up to 1H/22, which auto 
production growth in 2022 may increase +10% vs 2021.

3.  化学品部会の関わる市場と環境
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Flexible Packaging Market Trend in South America

Source: AIM, ABIEF, Clube da Embalagem/Smithers Pira (Updated in Feb/22)
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2021 flexible film production growth at +1%, which in 2022 the  
growth estimation is at +1,5% vs 2021.

3.  化学品部会の関わる市場と環境
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3.  化学品部会の関わる市場と環境

Brazil: Total Production of Grains (million ton)

Projection in Nov/21 

Latest Projection in Jan/22 

Source: COGO Intelligence in agribusiness

ブラジルの穀物生産量は30年で大幅に増加
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4．2021年下期の振り返りと今後の展望

化学品部会所属企業・団体：29社
アンケート協力：17社

市場 回答数
2021年
下期回顧

回答数
2022年
上期展望

輸送
（自動車、二輪車など）

９ ７

ヘルスケア
（食品、化粧品、医薬品）

１１ １０

農業
（農薬、飼料、酵素など）

７ ７

印刷
（インキ、製紙など）

４ ４

コンシューマ
（筆記具、接着剤など）

３ ２

その他
（機器、建築材料など）

３ ３

合計 ３７ ３３

＜化学品部会が関わる市場＞
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輸送関連（自動車、二輪車など） ヘルスケア関連（食品、医薬品など）

8

C
âm

ar
a 

d
e 

C
o

m
ér

ci
o

 e
 In

d
ú

st
ri

a 
Ja

p
o

n
es

a 
d

o
 B

ra
si

l –
P

ro
d

u
to

s 
Q

u
ím

ic
o

s

4．2021年下期の振り返りと今後の展望-2
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＋包装材の需要は堅調
＋職場復帰、学校再開による需要回復
―物流混乱による調達困難
－原料、輸送コスト上昇による利益減少

―半導体不足継続⇒生産回復遅延
―コストダウン圧力増
―物流混乱による調達困難
＋ドル建販売による売上増



農業（農薬、飼料、酵素など） 印刷（インキ、製紙など）
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4．2021年下期の振り返りと今後の展望-3
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＋2021年下期季節要因による需要増
＋継続した作付け面積増
－レアル安によるコスト上昇

＋輸出増による売上増加
＋2022年大統領選挙による需要増
－原料、輸送コスト上昇による利益減少
－顧客への価格転嫁困難



コンシューマ（筆記具、接着剤など） その他（機器、建築材料など）
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4．2021年下期の振り返りと今後の展望-4
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＋職場復帰、学校再開による需要回復
－原料、輸送コスト上昇による利益減少
―インフレによる購買意欲減

―コロナによる需要減
―販売価格下げ圧力増



化学品部会発表資料

南米の再生エネルギーのポジションと

日本のカーボンニュートラル政策への貢献の考察

2022年3月8日
伯国三菱商事
石油・化学ソリューション部
佐々木 智大



南米のポリエチレン需要

南米のポリエチレン輸入国

メキシコ 1.5MMT、ブラジル1.1MMT、コロンビア0.5MMT、
チリ0.4MMT、アルゼンチン0.4MMT、ペルー0.4MMT、
エクアドル0.2MMT、他0.2MMT 計4.7MMT
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エネルギーに関連するCO2削減のシナリオ

出典：BP Outlook 2020より抜粋
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一次エネルギー消費（ソース別）

出典：
BP Outlook 2020より抜粋
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グローバルGHG排出量とエネルギーからのCO2排出量

出典：BP Outlook 2020より抜粋



世界の総発電電力量構成

出典：自然エネルギー財団HPより抜粋



出典：自然エネルギー財団HPより抜粋



20%85% 48%69%82%22%29%26% 60%23%

出典：自然エネルギー財団HPより抜粋



出典：自然エネルギー財団HPより抜粋



出典：経済産業省資源エネルギー庁 エネルギー基本計画概要（令和3年7月21日より抜粋）



出典：経済産業省資源エネルギー庁 エネルギー基本計画概要（令和3年7月21日より抜粋）



（例）ブラジルの再生燃料を使った事業でのCO2排出の考え方

１）スコープ２として捉える ２）グリーン電力証書を購入
もしくは別の仕組みづくり

再エネIPP

ディストリ
ビューター

家庭・工場
ユーザー

再エネIPP

ディストリ
ビューター

家庭・工場
ユーザー

在伯国日
系事業主

グリーン
電力証書発行

←出典：東芝 福本勲氏のHPより抜粋



１）ブラジルへの事業移転

➔例えば本邦での事業を縮小し、ブラジルでの事業を拡張すれば再エネ利用
に代わる分CO2排出量を削減できる。

２）グリーン証明書の購入

➔例えば本邦で100 CO2を輩出しているが、ブラジルで40 CO2削減に相当する
グリーン証明書を買うことでCO2削減に貢献するという考え方。

ただし、グリーン証明書の価値が年々高くなっていくと想定すると、企業への負
担も大きくなり現実解ではないかもしれない。

３）部分的IPP事業主になる

➔自身が使う分だけ、再エネIPPに投資（キャパシティーを買うということ）。実際

はグリッド経由電力は供給されるが、再エネコストで供給され、グリーン証明書
も得られる。

日本のカーボンニュートラル政策への貢献の事例



課題

日本政府からどの程度企業努力でカーボンニュートラルに対する要請があり、
それにどの程度企業が応えねばならぬか。

タスクフォースにご興味ある方は

Tomohiro.sasaki@mitsubishicorp.com

までご一報ください。どのように本件進めるべきか、考えてまいりましょう。

ご清聴ありがとうございました。

mailto:Tomohiro.sasaki@mitsubishicorp.com

